








最近、「イノベーション」という言葉が日常的な会話の中でもよく使われるようになってきた。国の政策文書
のみならず、新聞、雑誌、テレビ等マスコミでも頻繁に使われる言葉となっている。
昨年３月に策定された第３期科学技術基本計画の中で、「イノベーション」という単語が何十回と使われたこ

とが話題となったことはご記憶の方も多いと思う。また、国の経済政策の根幹ともいうべき経済成長戦略大綱（昨
年７月決定）は、「イノベーションと需要の好循環」による経済成長を目指すものであるが、具体的施策として、「イ
ノベーション・スーパーハイウェイ構想」が提言されている。本構想は、科学技術創造立国の実現に向け、イノベー
ションを創出する仕組みを強化するものとされ、本構想推進の具体策として、以下の３つの具体策が明示され
ている。
（１）科学―技術―事業を繋ぐ双方向の知の流れの円滑化
（２）異分野の技術の融合・連携（垂直・水平）
（３）出口との繋がりを付ける
ところで、NEDOの燃料電池技術開発にあたっては、上記３点の具体策に込められた考え方やマネージメン
ト手法を既に取り入れている。
たとえば、上記（１）の「双方向の知の流れの円滑化」は、技術的ブレークスルーを図るためには、適宜「サ
イエンス（基礎研究）」に立ち返ることが必要であるということである。このような観点から「次世代燃料電池
技術開発」事業を平成１６年度に開始した。この事業は、燃料電池技術レベルの飛躍的向上を図るため、あら
ゆる学術領域の大学・公的研究機関等の先端的な研究ポテンシャルを活用して、基礎的研究を実施するもので
あり、現在５５テーマを実施中である。「市場から研究を見据える」とともに、「研究成果の活用イメージを持っ
た基礎研究を行う」との観点から、この次世代技術開発のテーマ選定や評価にあたっては、産業界のニーズを
反映させていることは、言うまでもない。
また、上記（２）の「異分野の融合・連携」については、燃料電池の抜本的な耐久性向上のため、反応機構・
劣化メカニズムの解明を目指して、産学双方が持つ異分野ポテンシャルを融合・連携した形で５つの産学コン
ソーシアム型プロジェクトを実施中である。
さらに、上記（３）の「出口との繋がりを付ける」については、「定置用燃料電池大規模実証研究事業」を平
成１７年度から実施中である。この事業は、燃料電池の実際の使用状況における実測データを取得することに
より、技術的課題を把握するとともに、初期需要を創出し、今後の本格的な導入・普及（出口）に繋げようと
するものである。
このように、燃料電池技術開発が我が国の環境・エネルギー技術分野や産業技術分野において画期的なイノ
ベーションを実現すべく、NEDOは「イノベーション・スーパーハイウェイ構想」の理念・手法をいわば先取
りした形で先行実施しているとも言えよう。今後とも、上記３点を常に念頭に置きつつ、プロジェクトを推進
していきたいと考えている。
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